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港町銚子の機能とその変容
一荒野地区を中心として-
角公杉力修・渡辺康代
I はじめに
本稿は，千葉県銚子市の荒野地区1)を中心に，
港1fTの)1引さを復15〔し，近Utから昭和初期にかけて
の港ITとしての機能およびその変容について，予
雲寺\'1'0 に考~~することを \~l Í:I~J とする O
従来，i註史j也型Il年:では， J.熊本利治が封建都市と
いう観点から，近世の港ITは 白|主はIS市的な特色
があるものの，打点 I'-IIJのタトi在十投fiEを果たすものが
多く，封建体i!JIj-I'-の社会機能の Jiiを担っていた
ことを指摘している2)0 L1J I日正j)1fjは，近世の松
市j地ど1:差を事例として， J 9-1世紀前半のj荏Il!Tの機能
がj主 FI~j地 i存j1511jjti邑における物流のあ!;節点であった
としている l)。最近では建築史の分好からも，者IS
fl:j ~~l'?IMJ 論からiJ，i; IIITの空間構造について研究がなさ
れている~ )しかしながら 形!i~ と機能とがそれ
ぞれ別々で論じられる傾向があるため，港Ir]"全体
の性格を十分には|明らかにしてこなかったと考え
られる O そこで本稿では，形態・機能の両而から
港ITを検討することとする。具体的には，まず港
IJの形態を復ji〔し，それと機能との関係について
明らかにすることとしたい。
一方，i註史学の分野では，近|止においては王に
問屋の資料，近代においては府県統計書を使った
研究がみられるらこうした資料から，港1汀，ひ
いては流通の具体像を1-1j1さえていくことが第一義
的であることは勿論であるが，港If]"には問屋をは
じめとして，多くの商業機能が存在していた。港
町の性格を明らかにするためには， liA'j屋を含めた
Irf全体の機能を描くことが必要であると考えられ
るO さらに，一問屋の資料の分析に終始すると，
港町が流通構造のなかでどうし、う位置づけであっ
たのかといった相対化が難しくなる可能性があ
るO そこで本稿では外からみた銚子，すなわち，
銚子の資料だけでなく，銚子と取引のあった東北
地方の資料を活用し，銚子と東北地方との関係や，
東北地方からみた銚子の具体像を提示することと
する G)。それによって 銚子の港町としての存立
基拡が明らかにできると考えられる。
本稿で取り上げる千葉県銚子市は，現在醤~IiJ醸
造業と日本有数のj魚、港を有する都市として有名で
ある O 近世には主として，飯沼・新生・荒野・今
宮の 4ヶ村で18・場が構成されていた(第 1図)。享
保 2年(1717)以後，上野高IlJ奇藩領となり飯沼村ー に
I~III屋が設置された。近世には東北諸藩の廻米や海
産物が扱われ，東日本では有数の港1汀であった
(第 1表)。実際，明治7年(1874)の人口は，飯沼・
新生・興野・今宮の 4ヶ村で17，688人に及び，そ
の数は関東地方では東京・横浜・水戸に次いでい
た。明治22年(1889)には飯沼村が本銚子1汀，その
他の 3ヶ村-が銚子問ーとなり，本銚子!町・銚子町・
西銚子町が合併し，銚子市が誕生したのは，昭和
8年(1933)のことであった。
これまで銚子については，主に水産業・水産加
工業7)醤油醸造業8) 利恨川水運9)という観点
から研究がなされてきた。特に醤~Ill醸造について
は，林玲子による一連の研究によって，近世~近
代の醤~Ijl醸造業の展開が明らかになっている O 銚
子港に関しては，渡辺英夫がその成立過程，川名
登が御穀宿・廻船問屋といった港の商人像を明ら
かにした。しかしながら，銚子の都市的性格につ
いては，市街地が4ヶ村ーにもわたり広大なこと，
第二次世界大戦の戦災により，市街地のほとんど
が焼失したことなどにより，これまであまり明ら
カ斗こされてこなカ、った。
そこで本稿では，通時的に港町銚子の範囲と機
能について検討し(第E主主人次に銚子の商業中心
地であった荒野地区を事例に，間ーの形態を復原し，
江戸への廼米輸送が顕著であった近世に焦点をあ
て，商人の経営の具体像から港の機能について検
討し(第百章)，廻米輸送か途絶えた近代に銚子の
もつ港町の機能がどのように変容を遂げていった
のか(第W章)について明らかにすることとした
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E 銚子港の範盟と機能
1 )銚子港の範囲
従来 r銚子」港の指し示す範囲については諸
説があった。これは明治22年(1889)に市町村制施
行に伴い，銚子町及び本銚子町が発足するまで，
「銚子J とは町村名ではなく，通称地名であった
ことによる r千葉県銚子港沿革誌J10)によれば，
「銚子J の[Rj或として，利根川下流域と銚子半島
の東端の11ヶ村(飯沼・新生・荒野・今宮・松
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本・本城・長塚・辺国・三崎・ノトJI戸・高神)， 
9ヶ村(飯沼・新生・荒野・今宮・松本・本城・
長塚・小)1戸・高神)，利根川下流域の 8ヶ村(飯
沼・新生・荒野・今宮・松本・本城・長塚・松
岸)， 7ヶ村(8ヶ村のうち松岸を除く)， 4ヶ村(飯
沼・新生・荒野・今宮)といった 5つの説を挙
げ，最終的には， u可場を形成していた 4ヶ村，す
なわち，明治期における本銚子町と銚子町が該当
するとしている(第 1図)。筆者も都市としての「銚
子」については，この 4ヶ村が妥当であると考え
第1図研究対象地域
(明治17年迅速区iを住民)
るが，港町としての機能はこの 4ヶ村だけにとど
まらなかったと考える。
明治43年(1910)発行の「千葉県銚子港全図」 li) 
によれば，この 4ヶ村のほかに港として利根川沿
いの松本・本城・長塚・松岸の 4ヶ村が記載され
ていることが注自される。特に本城・長塚・松岸
には，入江が搭かれ，河岸としての景観があった。
実際，松j苧・本城には遊廓があり，長塚には高瀬
船停泊地があった12)。また「銚子領十七ヶ村記
録J には，本城村の;項に「当村者江戸往来筋也，
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此所6飯沼江壱里余，飯貝根j甫迄町家続凡壱里半
余」とあり，幕末には，本城村から飯沼村の飯貝
棋浦まで町屋がl壁半ほど連続 していたことが分
かる(第 1図)。さらに，松本・本城 ・長塚村は明
治22年(1889)に伊豆原村'となるが，明治24年
(1891)には西銚子 1汀と改称したことも注目され
る。以上のように，西側に位置する松本 ・本城・
長塚 ・松岸の 4ヶ村-も港の機能の一部を担ってい
たことが想定される O 以下 各村がそれぞれ港町
としてどのような機能を有していたのかを，通時
的に考察することとする。
2 )港の機能
a松岸村
松j苧村は， 高1寄藩領ではなく 旗本朝倉領であっ
た。利根川に接する下町に河岸があり，そこには
廊のような形態がみられ，遊廓があった。明IJ根
川|玄!志』には「銚子杭来旅人此河j辛より揚がる，
j柔 f1tありていと繁 l昌なる地あり」とあり，松j~さに
は遊osが 51¥F1ニあり，銚子へ船で来る旅人は松岸:iijJ
j辛から上陸していた。木 1'-河岸から香取・鹿島・
第]表 近世における銚子港の位置づけ
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恵、栖三社参詣など利根)11-1ご流を遊覧する「木下茶
船」は，銚子磯めぐり の際には，銚子松岸の上州
屋長兵衛を指定宿としていた13)。遊廓は，こう
した銚子を訪れる旅人をはじめ，銚子の漁民や来
銚する漁民，銚子へ米穀 ・槙・野菜を運ぶ周辺農
村の百姓を客としていた。その成立時期について
は不明であるものの，遊廓の一つ青野屋は，享保
期(1716-36)の新田開発のi療に他所から松岸に移
住した と伝え，初代青野屋徳兵衛は享保20年
(1735)に他界していることから，遊j郭成立もその
前後であると惣定される。松岸遊廓は，本城村と
向様，元々は廻船洗濯宿，槙問屋であったが，後
に遊女を置くようになって，周辺農村-の百姓が松
岸を通過する際に遊女屋に誘い込まれることが問
題とな っていた14)。明治15年(1882)の銚子汽船
会社の開業の際には松岸は寄航地となり，明治31
年(1898)の総武線開通後も引き続き繁昌していた
が(写真 1)， Ilj和初期には衰退し昭和16年
(1941)に角ヰ散式が行なわれた l5jo 以上のように，
松岸村は平IJ+.良川を卜る旅人が船を降りる地点，つ
まり銚子の玄関口であった。
b_長J刻寸
「銚子領十七ヶ村記録」16)には 「右村江戸往
来也，茶屋有之，此+~J6'鮒漁師蛎1{1史多出ル長塚蛎
与て名物， 1uiも深山ニ取レ」と ある。集落は街道
に沿った街村となっていた(第 1図)。手IJt良川!では
牡蛎や腕カヰ采れ，南の台地」二に J:I~水 j也カfある こと
から，半農半漁の村であった。村の目立市，長塚新
写真 1 松岸遊廓第 2開新楼の中庭
(:iki畢謹吾氏提供)
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田(凶IHT)に入江があった(第 1I~]) 0 この入江は文
化 5年(1808)に椎名与惣右衛門が掘ったもので，
銚子と佐原・土浦・高浜・関宿・江戸との問を結
んでいた高瀬船や伝馬船が風波を避けるために設
けられたイ亭泊地であった。こうした停泊地が71弘氏
される以前は，比較的風波が穏やかな所に舗を下
ろしていた。毎日 40~50般の船が停泊したという。
その結果，入江イ-;J-j丘には旅能犀・茶漬!室・煮売屋
米17，11塁・棋問屋などが形成された。特に，煮完!霊
の中J~M;iの l吸物は長#ま村の名物であった。「銚子領
十七ヶ村記録」をみると，江戸三河/lrの三川屋小
右衛門，白土屋長五郎が「長塚村蛎灰犀冥加金
余拾主文」を納めていた。明治15年(1882)の銚子
汽船会社 1~f.J業以来，入江は衰微した 1 7)。
C， J.jZJ)北村
本城村は，長;塚村と同校東Ttliに集落が展開して
いた。本城村の I~-/11]以東は飯沼村の飯貝恨までH汀
!霊が述統していた(第 11~1) 。本城村ーは利根川 iílJ 口
より約 1_~I~西方に位置するため，市!の関係や船っ
き虫の問題などにより，東北地方ーから入港する
200石積や500石積といった大船が停泊するには条
件がよく，大抵の船はここでtfiをトろした。こう
した船によ って，銚子地方の産物で、ある-1:1・認が売
られ，材木・米・麦・薪j尖などが銚子にもたらさ
れた。その結果，本城に旅能j至ができ，船夫の宿
泊などで大いに繁煤した。幕末には旅能屋が51lr
あり，うち三島原は三島，川口屋は江戸近在，大
藤原は大坂からの移住者であった。大藤厚;利兵衛
は宝氷 2年(1705)の移住で，分家 3wrが本城村下
ITに屋敷を材I/f.え， 1 l!FFは米麦を扱い， 1 wrは薪炭
を扱い， 11lfは酒食をi拘っていた。このうち泊-食
を闘っていたのが大藤原利兵衛で、あり，衣鋭の洗
iW:なども行なった。.iE徳 3il三(1713)には三島屋・
川口)歪らとともに 飯沼村笠|二にあった遊女屋を
移!I伝させた I~)。このように， 本城村ーは18-1社主己:()J
WJから，仙台船の銚子来航とともに廻船の停泊地
となり，その結果船夫を対象とした旅能!室，遊廓
といった商業機能が生まれた。
「J 
d松本村
本城村に続いて東西の街村となっていた。近|止
には松本村は大込とも称し 高崎藩領ではなく旗
本大村領に属していた。享保5年(1720)に八手綱
が 7張，元文4年(1739)に6張あり，近世IlJ期に
は荒野 .fi)i貝根・黒生・外川とともに，鰯を捕る
漁業集落であったことが分かる(第 2表)。文化7
年(1810)には猪牙船が飯沼・飯員根・新生・今宮
村とともにみられ，その数は 7般で，船役として
l般につき銀18匁，計98匁納めていた J9)。
e今宮村
「銚子領十七ヶ村記録」では「荒野村ニ続能1可
也，商人多シ，目出度町通ハ芝居之通ニ而賑成所ー
也，諸家之津出シ役人詰ル所有(/11告)，青物問屋其
外旅宿有，都而此溢売もの等品々在!l辰敷町場也」
とある。集落は基本的に東西に速なる街村であっ
たが，荒野村に接する目出度/18'のみ18-剖が南北に
延び，都市的景観を形成していた。東北諸藩の廻
米を扱うil=1l穀宿は，幕末の銚子には 6粁あり，う
ち 1l!Ff宮内与惣左衛門が今宮村にあった20)。米
や一般商荷物をfil=1l穀宿などの問屋から買い請ける
「イ中貿」は，天|珂 3年(1783)には今宮・荒野・新
生・飯沼の 4ヶ村で154株あり，うち今宮村には
第2表八子網の数の推移
享保5ijニ(720) 元文4ij三(1739)
松本an 7 大込(松本村) 6 
荒野im 18 荒野 3 
飯貝恨iH 42 飯貝恨 24 
Jil?，'t_il 3 
外JlifH 45 外川・犬若・長l崎| 54 
(141.i主張)
「千葉県銚子港沿:~i":誌」より作成
第3表天明3年(1783)における
イtjl買商人の株数
組名 | 株数
今'，~~-~::J 走U 39 
荒野村i引制 41
荒野村京都
新生中:j".飯沼村下剥 33
岩瀬利助家文書「穀仲間中長」より作成
39株あり，その数は荒野村ーに次ぐ数であった(第
3表)。正徳 5年(1715)に江戸堺了杵屋九郎三に
よって，当時芝地であった所に芝居小屋が創設さ
れ21)遊廓と伺様，銚子へ来る船夫や旅人を迎
え入れる機能を有していた。今宮村の西端にある
入江は唐子船λ場と称し，近世末期の創設といわ
れ，川船の避難港として機能していた22)。
一方，明麿 2年(1656)には紀ナ1'広村のIlr奇山次郎
右衛門が飯沼村へ移住，その後今宮村に移住し任
せ網を開始し，寛文元年(1661)に今宮村から高神
村へ移住している。今宮村には，宝永6年(1709)
に旅八太網が2911占，享保2年(1717)には 71jJ占あっ
た23)。したがって，近世中期には紀州、|・ 摂ナト!な
どの漁民による漁業集落としての側面も有してい
た。明治19年(1886)の漁業税の内訳によれば，今
宮本?では)1雑魚汗見45銭とあり， J 1 1.魚、が明治期まで
存在していたことが指摘できる(第 4表)。
f荒野(興野)村
「銚子領十七ヶ村記録」では了間ー商人多シ何茂
問屋也，銚子第一之町也，小路多シ， 旅宿方之都
而売貿ハ此所ニ而専売也，町人も能1I庁人多LJ と
ある。実際，東北地方の米を扱う御穀宿は，6)1汗
のうち 5軒が荒野村‘にあり，東北地方の一般商荷
物を扱う「気イ1問屋」は， 5軒のうち 4軒が荒野
村にあった。天明 3年(1783)には米などを問屋か
ら買い請ける仲買は，荒野村古来~.東組で82株あ
り，銚子にあった仲寅のうち荒野村の両組が半数
以上を占めていた(第 3表)。つまり，荒野村は銚
第4表村別にみる漁業税の負担(明治19年度)
高千1~サ 飯沼村 新生村 今宮村
八手綱税 130 80 
棒受説明見 35.50 31 
雑魚税 17.50 78.50 51.50 
鰹釣魚税 51 28 
!飽1'(税 1.275 
)11雑 f~l税 0.60 0.45 
(単位:円)
千葉県海上郡教育会繍(1917):r千葉県海上郡誌ゎ千
葉県海上郡教育会.475-476より作成
子のなかでも，東北地方との物資の中継地として
の機能を有していたといえる O 荒野村には，造醤
油屋が銚子領内で13軒中 9軒と集中しており，中
でも広屋重治郎(ヤマジュウ)，広屋庄右衛門(ジ
ガミサ)，広屋儀兵衛(ヤマサ)といった紀州出身
の造醤油屋があったことが注目される(第 5表)。
集落は利根川に沿った東西だけでなく ，南-北にも
展開していた(第 l図)。明治期に入っても，郡役
所・町役場・ 警察署 ・税務署・郵便局といった行
政機関をはじめ，東京~銚子i苛を結ぶ銚子汽船株
式会社とその荷扱所，豊国銀行・川Ii奇銀行・銚子
銀行などの金融機関，醤油工場(ヤマサ・ヤマ
ジュウ・ヤマヤマ)といった商工業もみられ，銚
子の中心地であった。
g.新生村
飯沼観音から西へ続く通りに展開する街村で
あった(第 l図)。実際「銚子領十七ヶ村記録」に
おいても「飯沼観音江之通り也」とある口延宝6
年(1678)の 「新生村佃銭上納，高上村砥石山請負
につき覚J24)には「新生村飯沼村者古来一所ニ
而」とあり，かつて新生村と飯沼村が一村であっ
たとみられる。新生に在住の木戸秋氏は，貞享年
中(l684~88) に田中玄蕃の家普請の際に，玄蕃家
から大工木挽として雇いえれられ，上総国から新
生村に移住したと伝えている25)ニとから，新生
村には飯沼村名主の田中玄蕃の招きによって移住
したものが存在したことが指摘できる D
また 一「銚子領十七ヶ村ー記録」には「此処漁師多
第5表安政5ij三(1858)における
銚子領内の醤泊目安造家
村名 i 人名l
飯t白木lI f卯仁三jf.iti，日]1:1:玄帯
荒野村]手;犀:ill:治虫1，広屋上1:右衛ILJ
塚口j主太兵衛，広j主利右術門
;百j京屋太」芸術，飯日1屋三|土兵衛
飯田j呈古lJ~WÏ，広屋武1:.ë待I門
広}主義兵衛
1!I' )引にJ. I J~兵衛，義左衛門
「銚子領十七ヶ村記録」より作成
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し」とある。宝永 6年(1709)には新生村に八太網
があることが記され26)文化 6年(1809)には，
縄舟が飯沼村，飯貝根村を合わせて102般あり，
新生村干鰯場運上金として金2分を納めていた27)。
明治19年(1886)にも浄、船66般あり，そのほとんど
が釣用船で，雑魚税・川雑魚、税を納めていた(第
4表)。明治33年(1900)には銚子~新生問に貨物
線が開通し，銚子で生産された〆粕・魚、池・ 醤油
が新生釈から輸送された。
h飯沼村28) 
飯沼観音下に位置し，簡業集落を主とした飯沼
村と，利根川沿いに展開し漁業集落である飯貝根
の，大きく 2つの集落から構成されていた。飯沼
村ーには，村の草分けで名主をつとめた田中玄蕃が
居住し，高崎藩の陣屋が置かれた。元禄17年
(1704)には船溜のある飯沼村-和田町に遊女屋がで
きた29)。文化 6年(1809)には人口は6，216人を数
え，その数は飯沼・新生・荒野・今宮の 4ヶ村合
計12，519人の約半数を占めていた。また，当村に
は千世話j場選上金・塩浜年貢・縄船役・塩船役が諜
せられていた30)。文政年間(1818~30) には，飯
沼には河岸と和田船i留 飯貝根には河岸・納屋
場・船引場に対して冥加金が諜せられていた
31 )。享保 5年(1720)には飯貝根浦に八手網が42
張存在し(第 2表)，明治19年(1886)にも八手綱
税・様受志向税・雑魚税・鰹釣魚税を負担しており
(第4表)，各々その数字は漁業集落，外川のある
高村1村に次ぐものであった。飯貝根は「銚子江諸
国船之入口」にあたるが，利根川河口付近は暗礁
が発達していたため，廻船の難破が多かった。そ
こで河口の水先案内をする守!船」が生まれた。
その役は奴貝根の者がつとめ，嘉永年間(l848~
54)には引船仲間が25人存在した32)。近世~明治
初期にかけて猪牙船等の木造小型漁船が銚子でも
盛んに造られた。こうした船大工は紀州や伊勢出
身のものが多く，飯沼村¥特に現在の川口・内j兵・
飯沼l町に分布していた33)。
以上のように，銚子港は 8ヶ村にも及ぶ広大な
- 7 
港であった。集落の構造は荒野村・飯沼村を除け
ば，基本的に利根川に沿った東西の街村で，村ご
とに複数の「閉じを形成していた。それぞれの村
には港の機能の差異がみられた。すなわち，御穀
宿・気仙問屋・仲買といった商人が存在し，東北
地方の商品を江戸・関宿などへ中継する機能を有
していたのは，荒野村を中心とした飯沼・新生・
今宮村，東北地方からの廻船の停泊地は本城村，
江戸・関宿などへ向かう高瀬船の避難港は長塚・
今宮村，遊l郭は飯沼・本城・松岸村¥造船業は飯
沼村，漁業集落としては，海漁が飯沼・新生・荒
野・今宮・松本村，川漁が新生・今宮・松本・本
城・長塚村にみられた。この8ヶ村のなかでも，
東北地方と江戸・関宿との結節点としての機能を
有していたのが荒野村であった。以下荒野村を中
心に港町の形態と機能について考察を進めること
としたい。
E 近世における港町の形態と機能
1 )港町の形態
明治20年(1887)の荒野村地籍図34)によれば，
当時の小字名とその範囲が記載されている。この
うち，町場を形成していたのは，納屋場・下富田
屋町・下穀町・下明神町・万町・竹町・東通町・
通明神町・通穀町・上富田屋町・上穀町・袋・山
中・前回・東芝横・東芝下・西芝下・東芝上・西
芝上であった(第2図)。明治期に確認できる町名
はいつの時点にまで遡れるのだろうか。 j争回寺の
資料によれば，宝暦一明和年間(1751~72) に地名
として記載されているのは，穀町・袋町・前田
町・山中町・宝満寺横町・芝町・富田屋町・明神
町・上穀町・竹町・万町・橋本・通明神町・ード穀
町・通町・通穀町であった。近世の宝満寺横町と
橋本，明治期の納屋場を除けば，近世と明治期と
で地名はおおむね一致している o したがって， 18 
世紀中期には荒野村がすでに複数の「町」から構
成されていたと判断される。荒野村ーは文政年間
(1818~30) には2 ，955人，明治 5 年(1872) には3，568
人の人口を有していた35)。この数は明治 7年
-一 ..7:界
十軒党
a 石橋嘉兵術 h 渡辺彦左衛門
b 武井藤兵術 iJ:l!}長 tヒ
C 宮崎議左術門 j 波辺i台左衛門
d 広士|土(大木) 穀街
e ~&)月八郎左衛門 A 信太il号左衛門・ i百l権右衛門
f 丸山若右衛門 B 鵜月 I.:l:j夜
g 縫山j臨左衛門 C 大恩庄治郎
O 
醤illJ酪造
1 i~究仁川?を兵衛
2 古!王1主右衛門
3 岩崎重次郎
船宿
α 木犀新介
s 滋賀麗
第2図 明治20年(1887)における興野村の地割
(法務局所蔵地籍|翠及び現地調査より作成)
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(1874)の時点において，潮来・水海道・境といっ
た関東地方の一河岸の人口をしのぐ数であった36)。
fHJ場の形成時期を暗示する資料が白幡神社に存
在する。白幡神社のj案内社，庚申神社の裏手にあ
る元文5年(I740)正月の庚申塔には，荒野村の阿
部が延宝2年(1674)に着手され，翌3年に定まっ
たとある。また向境内には rT総国海上郡荒野
村村中男女惣供養」と記された延宝8年(1680)の
庚申塔があることから， 17世紀後期には村を単位
とした庚串講が存在していたことが権認できる。
IHJ場は威徳寺・宝満寺などの寺院を南限として
いた(第 l盟，第 2図)。寺院の由緒を検討ーすると，
大慈寺(西芝下町，曹洞宗)は宝永元年(I704)の開
基と伝えている O 宝満寺(山中町，浄土真宗)は寛
永年中(J624~44) に相模国三浦郡三崎町より移
転，当初西方寺と称していたが，宝永4年(J707) 
に宝満寺に改称した。妙福寺(東芝横i可，日蓮宗)
は正徳5年(1715)に香取郡入山IlJ制寸より移転，本
堂は享保年中 (1716~36) の建築という 37)。また，
荒野村にも捜家を多く有していた浄国寺(浄土宗)
は，荒野村の南に接する辺田村にあり，寛永 5年
(1628)に庵を結び，寛永14年(1637)には捜家は20
軒であったのが，寛文5年(1665)には700軒と急
激に増加したという 38)。以上のように，荒野村
寺続には， 17世紀中期に開基と伝える
寺院もあるが，檀家を獲得し銚子に定着したのは，
17世紀末期~18世紀初期であったことが共通して
雑認できる。実際，他i重出身の広屋o賓口)儀兵衛
や行方屋(大里)庄次郎が銚子に移住したのも17世
紀末期のことであった。したがって，延宝期
(1673--"81)に町割が形成されたとみるのはおおむ
ね妥当であると考えられる O
次に，lIfJ・4iリの具体像であるが，第2図によれば，
白Ip話相1社を中心とした東西の道には，東通1汀・通
1~1 ネ1IIIIrf .通穀IfJ"と，いずれも「通」の名前が付け
られていることが注目される。実際，この「通」
はおおむね短IHJ";1犬の地割となっており r通」に
はヤマサ・ヤマジュウ・ジガミサなどの醤油醸造
家や，行方屋庄次郎・鵜月庄蔵などの街i穀宿が屋
敷を構えていた。一方，東北地方からの米を約め
る米蔵があったと想定される下穀町・通穀密7・上
穀町は南北に列なっているものの，町の境界は不
規員Ijであった(第2図)。したがって，延宝期の町
割整備とは，白幡神社を基準とした東西の街路の
形成であった可能性が高い。
2 )草分けの存在
荒野村には円一軒党J と称する組織があった。
これは東芝・西芝に居住していた百姓が構成する
もので，石橋嘉兵衛(西芝)・武井藤兵衛(西芝)・
宮崎嘉左衛門(商芝)・丸山若右衛門(東芝)・梶山
藤左衛門(東芝)・渡辺彦左衛門(東芝)・鵜月八郎
左衛門(東芝)・広半(大木姓，西芝)・浜野長七
(東芝)・渡辺治左衛門(東芝)の10軒であった(第
2函)。その他に，高谷・村田屋(信太姓)・石屋(高
橋姓)などもその構成員であったという。十軒党
は庚申講や恵比寿講などの講中を形成していた。
東芝・西芝には他にも百姓があったが，彼らはそ
の構成員ではなかった。鵜月・浜野以外は，いず
れも荒野村東芝上町の威徳寺の檀家で，彼らは本
堂脇に墓所を持っている。
荒野村の鎮守白幡明神の祭礼の際には，十軒党
の一人石橋嘉兵衛が織をあげないと祭礼は始まら
なかった。十軒党は翁と天狗の面を所持し，神輿
渡御の際に露払いをした。神輿の渡御は 2日間に
わたって行なわれたが 1 B自の夜は東芝で泊ま
ることが通例となっていた。つまり，白l熔明神の
祭礼の運営において，十軒党は重要な役割を果た
していたことが読み取れる O
十軒党の在所は，元々は東芝・西芝ではなく，
荒野村の中心地である白幡明神付近であったと伝
えている O 祭礼の際に械をあげた石橋嘉兵衛は神
社の北の下明神町，丸山若右衛門は同じく下明神
10"で，石橋嘉兵衛の屋敷の道を挟んで東側，武井
藤兵衛は下富田屋IfJ"に居を構えていた。なかでも，
武井藤兵衛は，約400年前に紀州広村ーから移住，
広屋藤兵衛とも称し 半農半漁で、あったが，延享
年間(I744~48) に漁業をやめ，西芝へ移住し百姓
となったと伝えている。
19世紀以降，醤油庖広屋儀兵衛は江戸と銚子に
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おいて積極的に土地を購入した。天保13年(1842)
に下明神町東側の120坪を芝町丸山若右衛門か
ら，安政5年(1858)には下明神町南但IJl60坪を芝
町渡辺治左衛門から購入している39)。丸山，渡
辺は十軒党の構成員であり 白幡明神周辺の土地
を19世紀中期まで保持していたことが注目され
る。
広屋儀兵衛は元禄6年(1693)に紀州広村から銚
子に来住し，元禄13年(1700)年に荒野で醤油庖を
i鳴いた40}。その際儀兵衛は村田屋(信太姓)で草
粧を)j見いだという伝承がある41}。村田屋とは，
ヤマサ史料に「大屋」として登場する信田太郎右
衛門であるとみられ，天明 2年(1782)に商売が難
渋した際，地代 l年分を月割で支払うことを取り
決めているように，儀兵衛の地所は寛政 8年
(1796)に金150両余で寅い入れるまで借地であっ
た4針。元禄16年(1703)の「年々宝治 1長」によれ
ば，創業当時儀兵衛は r信田平兵衛」から30両，
「広屋藤兵衛」から13両など借入金があった43)。
仙台9.illl米のことについて記載した貞享2年(1685)
の γ信太平兵衛雑録」が明治期において御穀宿信
太権右衛門家に所載されていた44)ことから，信
回平兵衛は仙台務の御穀宿で、あったとみられる。
広屋隊兵衛とは十ilF党の一つ武井藤兵衛であっ
た。さらに，十!ドF:克;の鵜月八郎左衛門は元々今宮
村の出身で，初代「りIJ月内蔵之丞」は'寛文9年
(.1669)に没している。その栂那寺である今宮村
Ii問日町|りJの東東:岸寺(奥言ト宗宗)には， 正徳元年(1711)にサ1
月八郎左衛門」が単独で寄進した青銅製の虚舎那
仏がある1j5}。
以上のように，十軒党の構成員は荒野村の草分
けとみられ， 17世紀後期に広屋儀兵衛といった紀
州移民が来住した際には，土地及び資本を提供し
た。彼らは次第に村の南にあたる東芝・西芝へ移
住し，地主・ 13"姓として活動したと考えられるD
こうした草分けの存在は今宮村においても確認
することができる。今宮村ーの鎮守若宮八幡宮は，
五木田三郎左衛門・山口三郎左衛門・宮内与惣左
衛門が元冠の難を逃れ，福間の笛崎宮の分霊を奉
じて摂津今宮に配った後，今宮村に移住し，草分
けである浅川与兵衛らと協力して，天正 3年
(1575)に今宮村を興し，鎮守として勧請したのが
始まりと伝えている O 今吉村三i/ifurのいわれは五
木田・山口・宮内の 3軒が町を開いたことによる
という(第3図)。八幡宮には「若宮八幡宮鍵前}I貢
達IJ，長J46)と称する帳面が入った帳箱があり，そ
の裏には「天正三年八月十五百初り」として，浅
)1与兵衛・五木田三郎左衛門・ LIJ口三郎左衛門・
宮内与惣左衛門など11名の名前が記されている。
「鍵前)11買達II~長」とは接籍に記載のある家を中心
とした百姓18軒が八幡宮の鍵箱を月ごとに守る際
の当番を記したものである o 3軒の檀那寺は東岸
寺で，その一軒である五木田家には万治 3年
(1660)の五木回平左衛門の墓がある o 今宮村の商
業の中心地は荒野村と接する包出度1IJであり，正
徳5年(1715)に芝居小屋が開設されている口一方
で，草分けと称する家は三軒町に分布し，百姓と
して土地を所有し，氏子組織の中心的存在でも
あった(第 3図)0 つまり， 17世紀中期には草分け
が存在し，彼らに頼って紀州移民が来訪し，次第
に町が拡大していったと考えられる。
3 )港町の機能
次に，史料の残存する幕末を対象に，荒野村の
有していた諸機能について，主に 「千葉県銚子港
沿革誌』を素材として復原していくこととしたい。
a納屋場
利根川に接する村の北端部を納屋場と称し，短
冊型の地割となっていた(第2図)。納屋場には明
治・大正期に次のような伝承があった。 r海上郡
誌』には「今宮・荒野・新生等は初め専ら漁業を
営み，沿川の地は納屋場と称し，漁民の住する所
なりしが， i斬次商工に転業するもの多く，鰯漁は
専ら飯沼・高神の二村に限ること、なりしJ 47) 
とある O また 『銚子案内』によれば「荒野ヨリ今
宮マデ半永久ノ納屋ヲ数十棟建設シ遠洋漁業ノ数
隊ハ屯集(略)，其中ニモ勢力ノ比較的アリシ如キ
ハ荒野村甚兵衛納屋，孫助納屋，輿四郎納屋，今
宮村ノ堂之納屋，¥権三郎納屋，三四郎納屋，庄右
衛門納屋，新右衛門納屋等アリ J 48)と，納屋に
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第3121 明治20年(1887)における今宮村の地割
(j去務 )~Jr，í' Ji'在地籍 Izl 及び現地調査より作成)
は人名が冠せられていた。すなわち，キIJ1霊場は当
初漁業のために形成されたが，次第に商工業に転
化し納屋としての機能が消?J成していったものであ
る。実際， i~正保 5 il三(]720) に 18~Jミあった荒好村の
八手綱の数は，元文 4if(l739)には 3i]jミに減少し
ている(第2表)。明治19年(1886)の仰すり見の負担
をみると，飯沼・新生・今宮村に記載がみられる
のに対して，荒野村では記載がない(第 4表)。近
世における納犀j坊の土地利用については不明であ
るがり3治20年代の釧j版画によれば，キIJ1)屋j湯の地
所をヤマサ・ヤマジュウ・ジガミサなとε醤?IE醸造
家(第4図)が所有し，短1日記!の地割には倉庫が建
てられ， iijJJ苧場には校橋が設けられ高i韓î f，Ji~が着岸
していた(写真 2)。
1 
b.笹1穀宿
「銚子i1l沿革誌J によれば，幕末における銚子
港の諸機構として推1穀宿・気仙問屋(廻船問屋)・
1t1J貿(穀屋仲間)・船宿などが存在した。 f~1l穀宿と
は，東北諸藩の廻米を取り扱うものをいい，諸藩
から扶持を支給され 廻米の陸揚げ、・蔵への出し
入れ・江戸への回漕・ j需米の売り払いなどを担当
した。銚子で払米をする際には，銚子へ出張した
蒋の役人と協議して椎Il穀宿から仲買に通知し，入
札により売却した。幕末には御穀宿は，荒野村信
太清左衛門・同権右衛門・鵜月庄蔵・大里庄次
郎・寺井市郎兵衛仁今宮村宮内与惣左衛門の6
1肝あり，その多くは荒野村に集中していた。また
幕府領の桂Il城米は荒野村の大野喜惣太が取り扱っ
ていた。幕末において荒野村に存在した各藩の蔵
は，仙台藩 2棟，米沢藩 1棟，磐城平落 3棟，笠
l笥藩 l棟であった。安政 5年(1858)には，仙台藩・
米沢藩・棺馬中村藩は藩独自の蔵屋敷をもち，笠
間藩・抑j倉藩・平藩は御穀宿の蔵を{昔り上げて使
用し，役人が毎年秋に銚子へ出張してきた。常陸
国笠間藩の御穀宿があるのは陸奥li1磐城郡・磐1奇
郡・田村郡に 3万石の飛地があったためで，四
倉・江之綱・小名 iJ~の各港から廻米を行なってい
た。他に出羽新庄滞も廻米の入津の!祭には役人が
出張にきていた49)。
幕末の東北諸藩と御穀宿との請負関係は第 6表
にうかがえるD 仙台藩と信太家との関係は，前述
した貞享2年(1685)r信太平兵衛雑録」に仙台廻
米のことが記されていること， 天保3年(1832)12 
月に仙台御穀船が常陸国波崎で破船した際の史料
に，信太清左衛門・同権右衛門が「仙台家中」と
して記載があること50)などから確認することが
できる O その在所は正確に示すことはできないも
のの，明治11年(1878)に海上郡役所が，明治22年
" ... ぽ~U，
I々~司糊~:t盆長潟町一
~~制ド寝屋島沖ま
第4図 j賓iコ儀兵衛商宿所有の河岸場(明治26年)
ふ
i茸欝rlJ行会編(1986): f千葉県博覧区I.JI.図書刊行会.131ページより引用。
写真 2 I日11台屋の倉庫
(銚子市1::1央Iln-. 1997年6月搬影)
今宮村の仙台屋市兵衛の倉庫で、あった。
第6表 ;幕末における東北諸t誹と穀宿
;滞語 名
1剖仙出1d:台T行(f
米沢滞
磐城主1"藩
棚倉藩
常陸笠間藩
相馬中村藩
幕府{卸城米
殺fi~ の人名
信太j市左 í!ì~i¥(1. ¥I';J椛1:ili'I¥(J(荒肝]
鵜rJJtj故 Ui'tJ1y.]
行方j呈庄兵衛{荒野}
行方屋庄兵衛[荒野]
豊後屋(寺井)市郎兵衛[荒野]
宮内与惣左衛門[今宮]
大野喜惣太[荒野}
「銚子領十七ヶ村記録j. r玄蕃日記j. r千葉県銚子港
沿革誌j. 現地調査により作成
注) [ ]は村名を表す。
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(1889)に銚子町役場が信太清左衛門方に設置され
たとあり，その位置:は下穀町に相当する(第2図)51 )。
明治 9年(1876)には，信太清左衛門，問権右衛門
と同族であった通穀町の信田鉄之丞方に，銚子警
察署が設寵された52)。実際下穀町付近に仙台藩
の役所や蔵が存在したことが伝えられている53)。
御穀宿は名主役を兼ねるなど荒野村のなかでも
有力者であった。信太清左衛門，問権:右衛門は近
世に荒野村名主をつとめ，その名を元禄 4年
(1691)に雑認することができる54)。米沢藩の御
穀宿であった鵜月庄蔵55)は，十軒党鵜月八郎左
衛門の分家にあたり，在所は通穀町であった。宮
内与惣左衛門も今宮村の名主で，今宮三軒町の草
分けの l軒であった。このように，荒野村の穀町
には，仙台藩や米沢藩のj蔵屋敷と御穀宿が存在し
ていたとみられ，その役は，村の有力者が担って
いたことが分かる。
C 気仙問屋
東北地方の廼米を除いた高高物を扱う問屋は銚
子ー では「気イID問屋J と呼ばれた O 扱っていた品物
は，主として緋数子・鮭(松前産)，鰯搾粕・小ア
カ粕・生í~1~ ・鰹節・骨*Ij ・干鰯・魚、油・昆布(仙
台・南部産)であった。松~藩や水戸藩などの国
産物も「御用待物J と称してこの問屋が取り扱っ
た。臨荷物を積んだ廻船が入港すると問屋は仲買
に通知し，入札または相対で値を定め，協議して
商品を引き渡した。問屋・仲買と荷主との間で値
段が調整されないi時には，荷主は銚子で売却せず，
j可船で江戸へ輸送，もしくは敷金を出し蔵に保管
しておき，相場をみて売却した。廻船は，下りに
は古者・砂糖・荒物などの日用品を江戸から買い
求めた。安永期 (1772~8l)には問屋仲間が結成さ
れており，毎年冥加金15両を納めていた56)。安
政 5年(1858)には，新生村の豊後屋七郎右衛門，
荒野村の江戸屋文治郎・越後屋治左衛門・広屋武
左衛門・湯浅屋{義兵衛-が気仙問屋として確認でき
る。
このなかで在所が権認できるのは新生村の豊後
屋七郎右衛門である(第 5留)。在所は荒野村と新
生村の境界を流れる滑川!の東岸であり，橋に接し
ていたことから橋本とも称していた57) r下総居
名勝I~会」をみると滑J1に小船が描かれており，
物資の輪送のために 豊後屋は滑J1を利用した可
能性がある。豊後屋は寺井姓で，寛永12年(1635)
に豊後思佐伯より移住し 佐伯氏とも称した58)。
元禄14年(1701)には南部・津軽から材木が入津し
た際，仲買をつとめた59)。享保19年(1734)には
利根川鳶島洲より屋敷地に稲荷社を勧請した。そ
の稲荷には「盛j帝領船手中jが寄進した狛犬と r1D 
台遠嶋船手中」が寄進した手水鉢があり，豊後屋
と仙台・三陸との関係が窺える O
d仲買
仲買，または穀屋仲間ともいう。東北諸蕃から
の廻米などの払下がある時に，穀物商人に命じ入
札させて売り払ったことから，仲買仲間と呼ばれ
るようになった。東北地方から廻船が入港すると，
気仙問屋または御穀宿からの通知で，入札により
貰い請けた。正徳年中(1711-16)高崎藩主間部越
前守の時代に仲間が結成され，安永4年(1775)に
は冥加金として仲間から年15再を納めるようにな
り，株数を154株に定めた60)。そのうち半数は荒
野村が占めていた(第 3表)。宝暦13年(1763)には
「入船舶干鰯五十集之儀 近年符中土浦辺迄問屋
直積致商売之障ニ相成候，因2直積いたし候問屋
江ハ縦粕五十集其外，何ニ致取引申間舗候事」 61)
と，問屋(気仙問屋)が海産物を府中(石岡)や土浦
まで直積することを禁じているが，仲間の一覧を
みると，気仙問屋の名前が散見されることから，
彼らが利根川，霞ヶ浦方面の商人と直接取引をす
る場合があったといえる。
仲買の一つである浜名犀は，紀州出身の江戸商
人浜名屋太右衛門が広屋儀兵衛所用の雑貨類の世
話をする間に銚子地方に進出し，享保18年(1733)
頃から太右衛門の身内の三十郎を銚子に留め，享
保20年に五十集仲間の看板を受けて，庖を構えた
ものである。在所は通明神町の広屋儀兵衛の屋敷
の南向かいで，その東隣は行方屋庄次郎であった。
広屋儀兵衛の大福帳に「新窟J r前庖」として収
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支が記載されていることから，儀兵衛直営の形で 経由して関東各地の商人を相手に口銭を取るな
経営されていたとみられる。元文2年(1737)には， ど，荒野村の鴎人は東北や関東の商人との取次を
浜名屋太右衛門の名義で煙草を中心に年間2，000 行なっていたといえる O
間余の大商いがなされた。しかしながら，その後
の経営は思わしくなかったらしく ，rt屋儀兵衛の
合力により経営が継続されたものの，寛政12年
(1800)にj吉を閉じ銚子を退去した62)。仲買の件l
開帳には，広屋儀兵衛・広屋庄右衛門・広屋十次
郎といった醤油醸造家の名前がみられる。広屋儀
兵衛は， 18世紀前半には関宿・江戸へ向けた干鰯
の取引，南部鉄山の経営，木綿・繰綿をはじめと
する大坂からの下り荷の売買を行なっていたこと
からも 63)浜名産の事例は，銚子の商工業者が
東北~江戸~上方を結んだ取引を指向していたこ
とを示すものと考えられる。
以上のように，穀宿・気仙問屋は東北地方の廼
齢を相手に口銭を取り，イ1]賀は利根J1・霞ヶ浦を
........字界
150 ・ a ・m
e船宿
船宿は廻船の船頭や水主の宿であり，廻船はそ
れぞれ定宿を持っていた。安政~文久年間(1854
-64)までは廻船の入港が多く，多いときは30般，
少ないときでもJO慢をドらなかった。なかには数
か月間停泊する廻船もあった。船宿が仲買を兼ね
ることは禁止されていた。天保年間には荒野村に
30軒，今宮村に数i肝，安政年間には25軒存在した。
文化年間(1804-18)には仲間冥加金として年3両
を領主に上納していた64)。
浄国寺の資料によれば，明和4年(1767)10丹8
日に「奥州仙台門脇天吉新造破船溺死十三人，施
主荒野綿屋伝八，旅人船頭松右衛門(略)，寺内ニ
第 5図 明治20年(1887)における新生村の地割
(法務局所蔵地籍図及び現地調査より作成)
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石塔建」とあり，仙台門脇の始が破船し13人が溺
死した時，船宿である荒野下穀町綿屋{云八が施主
をつとめ， r争留寺Lこ墓石を建てた。つまり，廻船
が銚子付近で破船した場合，その葬儀や墓石の建
立などを船宿が行なっていた。実際，浄出寺・威
徳寺にはこうした遭難者の墓が現在も残ってい
る。他には宿として木屋新介(荒野明神町)・浦賀
屋善五郎・浦賀屋伊助.*~号代{義助・鹿島屋佐次兵
衛・常陸産長八などがあった。 浦賀屋善五郎は房
ナH安房郡柏崎(現在館山市沼)のよIj身で，父を早く
亡くしたため相州西浦賀の縁類に養子に行き，そ
の後明手口元年(1764)に銚子へ移住，荒野村気仙問
屋江戸屋文治郎の世話のもと船宿を始めたとい
うo ?R~賀屋善五郎と分家伊BjJ は上方筋の廻船宿で、
あった65)。船宿の在所については，木屋新介が
下明神町の北側，浦賀屋が万町の北側でいずれも
が?屋場に屋敷を構えていたことから66)河岸付
近に立地していた可能性がある(第2密)。
f.醤油機造家
前述したように，銚子領内の造醤油屋13軒のう
ち9軒が荒野村に集中していた(第 5表)。広屋
(演口)儀兵衛は通明神町，その西隣は広屋(古田)
庄右衛門(ジガミサ)で，演口の後に入ってきたと
いう。広屋庄右衛門の向かいには，広j室(岩i崎)重
治郎(ヤマジュウ)のj苫があった(第 2図)。また，
広屋儀兵備の向かいには仲買の行方屋(大里)庄次
郎，東!捺ーには広)室武右衛門，北隣には呉服商有国
)塁七右衛門のj苫があり，これらは，演口が来銚す
る以前から開業していた。こうしてみると，通明
神町には近代以降成長する紀ナH移民の存在が目
立っている。特にヤマサ・ジガミサ・ヤマジュウ
といった紀州広村出身の造醤油屋が通明神町に集
中していたことは注目される O
4 )御穀宿の経営
街i穀宿の実態について明らかにするために，今
宮村宮内与惣左衛門と相馬中村藩との関係を事例
として検討する。
キ13馬藩は寛文8年(1668)から銚子港を通して廻
米を始めたとされているが{)7)資料で確認でき
るのは，宝永年中(1704-11)に相馬藩主が御用金
の用立を宮内与惣左衛門に託したが，宮内は取引
をあやまり大損をしたという記事が最初である68) 
f玄蕃日記J の天保元年(1830)12月24日条に「今
暁，今宮村与惣左衛門河岸南部様街i米積寵候小家
出火， 1卸米焼失」とあり，今宮村に「与惣左衛門
j可岸」と称する河岸があり，そこには米を保管す
る蔵が存在し，南部藩の廻米も預かっていたこと
が分かる O
相馬中村には「吉田屋覚日記」と題する幕末の
商人の日記がある69)。これは安政 3年(1856)-
明治1]年(1878)にわたって，中村宇田川田Iの蕗人
吉田屋鈴木庄右衛門の手代源兵衛が記したもので
ある O 鈴木家は当時中村藩の御用達商人で，藩の
廻米や大豆・瀬戸物を江戸・銚子まで運送した
り，江戸・銚子からは砂糖・琉玖・綿を仕入れて
いた。特に砂糖と琉玖については「御国産御趣意
荷取扱」として独占販売権を有していた。また，
松前・南部からは鱗・秋味といった海産物を仕入
れ，領内だけでなく那珂湊・銚子・江戸へ輸送し
た。 .U、下「吉田屋覚自記」を素材にしつつ，銚子
と相馬との関係についてみていく O
吉田屋源兵衛は 9般の手船を所有し，船は御穀
船・松前通・南部通の 3系統に分けられていた
(第 7表)。このうち，相馬から銚子・江戸へ米を
輸送していたのが御穀船であり，言十4般はいずれ
も1，000石に近い績載量を有していた。経1穀船に
は1綾あたり米約3.000俵が積み込まれた。元治
元年(1864)1]月，中村の外港である原釜から出帆
した御穀船の一徳丸には，新穀2，720俵のほかに，
味噌や錫・干飽・鰹節・鰯粕・昆布などの海産物
が積みこまれた(第8表)。海産物は松前・南部地
第7表吉田屋源兵衛所有の廻船
一元治元年(1864)
船種| 船名 (積載量)
街i穀船 i己iヨ丸，己千丸，亀友丸，一徳丸(960石)
松前通 i乾々丸，永居丸，円通丸(500石)
南部通|万来丸(180在)， JI質昇丸(270石)
「吉田屋覚日記」より作成
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方から仕入れたもので，御穀船には米以外の商品
も積まれていた。慶応元年(1865)11月には， J京釜
から出帆した御穀船亀友丸に積まれた米2，900俵
が滞米となったため，銚子の御穀問屋宮内与惣左
衛門のところで売却している。文久 2年(1862)そ
じて翌3年には，己百丸が小浜 ・9老浜ーより前年，
前々年の米(寅米・物成米)を3，000俵積み入れて
いる O これは江戸・銚子などの相場をみて，米が
輸送されていることを示している。一方，松前通・
南部通の船は，松前・南部地方の海産物を仕入れ
る船であり，元治元年(1864)10月には盛岡釜石を
出帆したJI買昇丸は原釜に立ち寄った後，江戸へ出
帆した。積載物は海産物で，その宛先は銚子の相
馬屋吉十郎・浦賀の気仙屋長七・江戸新川の丸屋
清七であった。
下り荷は，江戸・銚子・浦賀で購入した砂糖・
琉玖・綿・塩が主たる商品であった。文久 2年
(1862) 10月には，御穀船己百丸・亀友丸が銚子か
第8表 吉田屋源兵衛の交易活動
年号(西暦)月白日 同己 司王
文久 2(1862) 10.18 I己百丸，原釜に到着，荷物は御趣意荷69駄・賄荷73駄，外に中郷鉄山御用の欽砂
1 364俵積下る
文久 2(1862) 10.21 I亀友丸， H1l設に到着，荷物は江戸より商荷154駄，銚子より i荷荷27.¥駄あり，他に銚
!子より鉄砂216f去を積 rる
文久 2(1862) 10.22 I己百丸，小浜より前年の御寅米3，000俵積入
文久 3(1.863) 2.3 I 円通丸，御勘定I~.長調う，仁|コ 湊にて2 ，678両736文秋i味を売る
文久 3(1863) 4 . 1 I己百丸に積まれた下り荷の御趣意荷・並荷400駄と御屋敷荷170駄の荷役あり
文久 3(1863) 4 . 2I p:j通1Lに荷物の積入，米500俵(内笹IJ物成138依・ 買えミ362俵)・富沢砥石192俵・大
堀瀬戸294俵・袈娃52箇・煙草 1筒・鍬16具・竹特165本(下り荷)
文久 3(1863) 4.4 I己百丸，北郷姥浜より前々年の御物!玄米2.800俵積入， )京釜よりは味1骨250樽を積入
文久 3(1863) 1. 1 I己百丸，原釜へ到着，御趣意荷物は黒200丁・白50樽，外に丁子与八殿より白10樽，
並荷135駄
元治元札864)4.15 I一徳丸，原釜へ到着，荷物は3川，うち庄右衛門分は黒50樽 大1側 了 白飛25
樽・天光20樽・初笥[30樽・三川綿15本
元治元(1864)7.14 I亀友丸，去る 7.4に江戸を出帆後，今日原釜へ到着
元治元(1864)10.1 I版界丸盛偶釜石浜より原釜へ到着仁l:t榛騒動につき江戸へ出帆荷物は鰯粕56俵・
顕粕38俄・箱22箱・節俵240依・ i賞作り68俵・ j寸前福来日後・樽18樽・昆布253
俵・干鰯83依，銚子相馬屋.i融資気仙屋・江戸新)1丸屋宛
昆治元(1制11.12I --制L.原釜より出帆，荷物は新穀2，720儀|味噌淵片前373俵賜24箇鮪口
身29樽・干飽 l箇・鰻節目筒・鰯粕 6俵・鮪骨粕 7俵・猪花3箇・昆布25俵・鮭
塩引 l依・下駄甲駄42困
慶応元(1865)6ι4 I亀友丸，)京釜に到着，御趣意69駄，並荷212駄
慶応元(1865)11.26 I去る10.29亀友丸，原3をより米2，900能，家来の下駄羽85簡を積入出帆，銚子付近で
船底に水がたまったため，銚子御穀1丹屋1庄内与惣左衛門にて積荷を売却，船を修
理し銚子を出 1此，今夕小浜到着
慶応2(1866) 3.15 I抱友丸. Irl1賀より到着，荷物は斎田塩3.600俵
慶応2(1866) 6 .20 I己百九原釜を出帆，荷物は岩鎧100俵 ・槻木下駄歯80足入129箇・大豆372俵 ・小
!豆62俵 ・縦平剖1，753束・桐甲良30箇 ・同23閤
慶応2(1866) 9.15 I亀友丸 原釜に到着 斎El塩5，710俵(951石)を相州浦賀より積み Fる
「吉田屋党日記」より作成
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らj京釜へ砂糖と鉄砂を運送している O 銚子におい
て荷積みの世話を行なったのは御穀宿宮内与惣左
衛門であった。亀友丸には宿荷(砂糖・流玖)が
181駄積み込まれ，そのうち27歓は銚子から， 154 
駄は江戸からJ1船で銚子まで運送された。銚子で
帯穣みされた磁祷のなかには，黒砂糖「薩ナ1'極上
物稀雪印三樽Jといった高級品まで含まれていた。
その他鉄砂200俵も宮内与惣左衛門のもとから積
み込まれた。また，亀友丸は慶応~ 2年(1866)には
相模浦賀から斎田塩を3，600俵， 5，710俵を積み込
んでいる。つまり，幕末における相馬と江戸との輸
送路は，江戸直送と銚子経由の2通り存在していた。
このように，御穀揺は相馬藩の御穀船に対して
下り荷も提供していた。砂糖・琉玖が江戸と銚子
の両方で積み込まれたのは，当時これらの高品に
関して相馬藩では吉田屋が専売権を有していたこ
とから，相馬の蕗人が各々江戸・銚子の商人と取
引があったためとみるよりも 商品の種類や相場
の違いに応じて購入したためと考えられる。した
がって，江戸と銚子の相場に応じて，ルートや積
載物・積載量が決定されたと考えられる。さらに，
銚子では躍摩産の砂糖・三河木綿・鉄砂といった
他国産の特産物も多く取引されていたことが指摘
できる O
5 )気仙問屋の経営
岩手県気仙郡三陸IHT綾呈の千田家文書に安永~
文政期(1772~1830)の銚子問屋との魚肥の取引資
料がみられる70)。千出家は綾里村の中世的土豪
の系譜をヲ!く草分け百姓であったが，宝麿・天明
期(1751~89) に気イ111地方の赤魚、粕・鮪粕・鰯粕な
どの魚相当を中心とする海産物の生産が進展をみせ
ると，これらの集荷を開始し，安永期(1772~8 1)
には資本を蓄積し，船を購入して，廻船問屋とし
て気仙地方と関東地方との取引に関わるように
なった。千田家と銚子との関係が生まれたのは安
永拐のことであった。千田家文書にみられる銚子
問屋は広屋武左衛門・豊後屋七郎右衛門・江戸屋
文治虫I~ .越後屋次左衛門で，いずれも気仙問屋で
あった。
越後屋次左衛門書状(年不詳)によれば「一月漁
事無御座候市国 1)入申候 此末御地筋大漁事御吉
事奉待居候」や「当年は五十集類之物不足故，此
末々相応之取引可仕と奉存候，〆粕も一程不漁故，
来春見事之直設相出可申哉」とあり，当時銚子屈
辺が不漁であったため 三陸の海産物が銚子に
とって大変重要であったことが読み取れる。実際
銚子では宝暦5年(1755)ごろから不漁となり，明
和 5年(1768)には大不漁を経験し，寛政年間
(1789~ 1801)に漁獲がようやく回復した71)。つ
まり，銚子と三陸地方が18世紀末期には海産物に
おいて相互補完の関係であった72)。近世末期の
「魚、粕並干鰯直段{-JJ 73)と題する史料には，銚
子の海産物蕗であった宮本屋太左衛門・行方屋庄
次郎，醤油醸造家であった柳屋仁平次・田中玄蕃
が連名し，銚子における魚、油・〆粕・干鰯の値段
と運送費の見積りが記されている O 田中玄蕃は元
禄 8年(1695)に飯沼村の伊勢地浦を開発し干鰯場
を設けている74)。明治24年(1891)の『水産事項
特別調査』によれば銚子では漁業資本の貸主は
地元の水産肥料蕗であった75)。つまり，銚子の
干鰯・〆粕生産は 地元資本で経営されていたと
考えられる O したがって，銚子で不漁が続いてい
た18世紀末期に，資本を有する銚子の蕗人にとっ
て，三臨地方からもたらされる海産物がこのよな
い存在であったことは言うまでもない。
次に注目されるのは 銚子で集荷された海産物
は，銚子近在で使用されたり，江戸深川の銚子場
に運送されるだけでなく 関宿・境を通じて利根
JI流域に供給されていた点である。銚子問屋から
の書状によれば「鯨粕ハ近在不向，堺・関宿向キ
ロニ御@:候所，右之場所水損，彼是不景気ニ御座
候J (広屋武左衛門書状)， I其地南部共林漁事御
慶候由大慶奉存候何卒打続大漁事願申候事御座
候J (豊後屋七郎右衛門書状)とある。銚子近在で
は〆粕・鰯粕が苗代で使用されたが，境・関宿方
面では赤魚、粕が向いており，需要が増していたら
しく，仙台・南部での大漁を祈願している。しか
し，境・関指でも近年水害に見舞われたためよく
売れなかった。この史料は，銚子での相場を千田
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家に知らせる一方で，銚子が関東農村の肥料の需
要に応える場所であったことを示している。すな
わち，東北と江戸・関東農村との中継地にあたる
銚子は，利根川や鐙ケ浦の水運を利用した広い後
背地をもち，それらに向けて商品の差配を行なう
物資の集散地であったといえよう。
三先述した近世末期の「魚、粕並干鰯直段付」には，
干鰯 ・〆粕の供給先が種類別に記載されている
(第9表)。取引先は遠江・三河 ・尾張・紀伊・和
泉・阿波にまで及んでいた。遠隔地へ運ばれる魚
肥は， JI [船で江戸まで運送され，江戸問屋を通じ
て主に大坂商人に売られていた76)。嘉永 5年
(1852)の江戸干鰯問屋の喜多村・富之助が記した
「粕干粕商売心得響」には77) 銚子の飯貝根・
第9表 近世末期における銚子からの
干鰯・〆粕の供給先
干鰯・〆手I~I の極類 | 供給先
割E
子
鰯
〆
*日l
春 引 |植田の肥として諮問に捌く
変引
秋 51
冬♂i
迷ナ|・・三ナ1-1.勢1'・|・泉州・野汁|の
日地に適す
上州筋の土地に適す
その他江戸近在並に尾州莱|頚地，
図々綿地
尾州大根，其外国々麦の追肥
紀州2在中1の肥料，其外国々変の追肥
諸国1地に捌く (11月漁干鰯)
来 日 1¥引白H慌のl肥料， JU世話回日l地に捌く
奥|南部(鰯 1m日十|麻納肥料， ;Jt外諮問へ捌く
州|南部恭魚〆粕 |尾州・三ナ|・|其他関東筋諸方田肥に捌く
魚|仙台(鰯南部に問じ
料J!仙台赤魚〆 *I~I I南部にi司じ
1:1日1:11議家文瞥，年不詳「魚、*日l並干鰯直段付」より作成
荒野・今宮には商人が多く，江戸から魚肥の仕入
を受けず，独自に関宿へ供給していたことが記さ
れている。つまり，海産物流通においては，江戸
を中心とした構造だけでなく，銚子がその集荷
地 ・出荷地として独自の機能を有していたことが
指摘できる O
U 近代における港の変容
1 )明治期における興野
a 港湾統計からみた港の変化
明治期には，銚子港はどのような変化を遂げた
のだろうか。まず，港湾統計を素材として検討す
ることとするD 明治13(1880) ~ 16年の統計では，
銚子港(興野)と飯沼河岸とに分けて，船の出入数
及び輸出入品目とその金額が記載されている(第
10表)。まず自につくのは，近世に入津していた
米がみられなくなることである。先述したように，
近世に東北諸藩の廻米を叡り扱った御穀宿は，興
野地区に集中していた。一方飯沼河岸に入る米は，
麗島・干潟・佐原等の銚子周辺地域からであっ
た。したがって，興野における米の取扱量の減少
は，東北地方からの米が銚子に入津しなくなった
ためとみて間違いないと思われる。東北地方の米
が入津しなくなったのは，幕落体帯Ijが消滅したた
めというより，むしろ東北と東京とを結ぶ流通体
系が変化したためと考えるo 実際，銚子港に入る
米は19世紀以降は減少していた78)。東北地方に
おける流通の拠点であった石巻では，明治 3年
(1870)に三陸地方の物品を東京へ輸送することを
B的とし，特に貢米廻漕請負義務を有した石巻会
第10表 銚子港・飯沼河岸における船の出入数及び輸出入品(明治13~16年)
出船 入船 車市 出 ilIHJ 人
西洋 日本 西洋 日本 主要品 金額 主要il71 金額
明j台13銚子港 360 303 醤il.品交粕 232，630 支・大豆 66.557 
飯沼河岸 517 789 192.893 169.780 
明治14銚子港 32 32 醤油・粕類 308，545 麦・大豆 76.417 
飯沼河岸 684 636 干鰯 184，952 米 229.992 
明治16銚子港 70 317 72 127 醤il 158，088 大豆 45.778 
日本帝国統計~I:.鑑』より作成
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社が設立されたように79)東京直送への指向が
強まっていった。さらに明治11年(1878)に政府が
東北地方振興の一環として野蒜築港を計画する
と，三菱汽船が石巻に支社を設置，明治14年
(1881)の第一期工事竣工の際に野蒜へ支社を移転
し，高部・仙台の米穀などを東京へ運送した。そ
の結果，野蒜での待為替の取組高は横浜・碩舘・
神戸に次いだ80)。つまり，海運は汽船の時代に
入り，針t子を宗主由する必然t生カf薄れていったとい
える。
その一方で，銚子で生産された絞粕・干鰯など
の肥料や醤油は銚子港(興野)と飯沼河岸から輸出
されている(第10表)。これらは近世と同様に利根
)1水運を利用して，東京をはじめ関東地方各地に
輸送されていた。明治14年(1881)2月には，演口
{義兵衛を中心に銚子汽船株式会社が創立され，汽
船による銚子一東京間の物資の輸送が可能となっ
た81)。 輸入品目にある麦・大豆はいずれも醤油
の原料であった。明治13年(1880)における銚子港
(奥野)と飯沼河岸を合わせた輸出入金額は660，
060円にのぼり，境河岸には及ばないものの，宮
城県の寒風沢港に並ぶほどの，東百本でも有数の
港であった82) 
次に，明治39年(1906)の銚子港の統計を検討す
る(第11表)。輸出品に醤:油がみられないのは，明
治30年(1897)6月に総武鉄道の佐倉~銚子関が開
通したためと考えられる O 海上郡は千葉県でも有
数の甘藷の産地で それから澱粉が作られた。主
として絹織物の機糊・菓子類・蒲鉾・歯磨等に使
用されていた83)。一方，東北地方からの輸入品
目としては杉角材・杉板・薪炭などがみられた。
木材は醤油用の樽 もしくは漁船.)1船の造船に
用いられたと考えられる。木炭は燃料用，特に魚、
油を製造するために使用され 大正期まで石巻か
ら運送されたという 84)。数値としては少ないが，
東北地方との取引は 近世の米・海産物の取引を
第11表 銚子港における主要輪出入品(明治39年)
口iコf:J 物 数 逸t笠5品 価絡(円) 仕向地・f:I:出土tT.
蝿搾粧i 152 ，5741~ 65.623 東京
ilム"'J 
I:H者 1.267，043貰 50.472 石巻・小名浜
生魚 32，560]実 27.644 東京
長t*再 5.8501ヨ4 13β50 東京
~11]*1~1 62，822覧 12.329 東京
荒*I~I 27，644真 11.066 東京
大豆 13，9791'j 139，760 常陸・東尽
半島市i;交織物 75，7031反 113.638 東京
小麦 9，643石 104.557 常j珪・東京
杉角材 17，381本 52.142 宮古・石巻
ijutr yコ~IWI 50，000封皮 50.000 東京
j背j詰 7761'ミ 36，280 東京
綿織物 8，504反 35，774 東京
過燐酸 70.055賞 21.001 東京
紡織糸 7，100貰 18，460 東京
玄米 1，1121ミ 16.680 常陸・東京
入 豆半IJ 68，4 79:爵: 14，380 東京
杉板 24 .l 45 :D1~ 13，972 宮出・石巻
j蒜 4，500真 12，600 東京
西洋紙 25，460封j支 12，387 東京
菜種 5，100貰 10，250 ，説丹会~fgゴt三: 
『大日本帝国港湾統計』より作成
注H訓告が10，000円以上のものを対象とした。
- 19 -
としたものであったと考えられる O
また，輸入品目には醤油の原料である大豆・小
麦が引き続きみられる。原料の主産地である茨城
県南西部からの輸送は，鉄道より従来の利根川・
霞ヶ浦の水運を利用した方が便利であったためで
ある。栃木県から輸入されていた麻を原料に，女
性の副業として漁網が生産され，東京・金沢・三
陸・北海道方面に輸出された85)。麻生産が行な
われていた栃木県の畑作地帯へは，銚子産の魚粕
が輪出されていた。菜種は肥料用であるとみられ
る。日清戦争以後，満州産の立粕の導入に伴い横
物質肥料が増加した。実際，肥料商大里庄治郎家
でも明治末期から菜種の販売や，油粕の製造・販
売を行なっていた86)。明治39年(1906)の銚子港
の輸出入金額は1，159，059丹，全国157位で87)商
港としての性格はすでに薄れ 銚子で展開する産
業にかかわる品物が取引されるにとどまっていた
とし、える O
b明治期における商家構成
明治則における商業の性格について検討するた
めに，明治31年(1898)の r日本全罷商工人名録』
所収の銚子u可(新生・興野・今宮)の商工人名一覧88) 
を素材とする(第12表)。この資料は全ての商家を
対象としていないものの，当時の銚子の大j苫が記
載されていることから銚子の商業の一端をみるこ
とカfできる。
明治中期には，近tJHこ存在した街l穀宿・気仙問
屋・仲買・船宿といった商港機能に関係する商業
はすでに消滅していた。こうした商人は転出した
り，業種を転換している。御穀宿の一人鵜月庄蔵
は，興野の通穀ID-で茶溶iを営んでいた。扱ってい
た商品は茶・和洋紙・砂糖・畳表・ j殿粉.i殿粉
*，j・娃などであった。なかでも澱粉・径は銚子局
辺の農家の副業として生産されたもので，建の材
料である襲は，肥料俵や醤油の樽用としても需要
があった89)。御穀宿であった大里庄治郎も明治30
年には肥料商として登場し，砂糖・荒物も商って
いたO 取り扱っていた肥料は銚子産の〆粕であっ
た。仲買であった保立清助(酒屋)は鰹節問屋兼肥
料商となっている。紀州移民で，網元・廻船業な
どを営んでいた竹内五大夫は，利根川沿いの字納
屋場において，櫓木・腕木・給料aを扱う材木商及
び造船業(和船)を営んでいた叩
気イUJ問屋で、あった新生の豊後屋七郎右衛門は，
幕末には銚子を去り，その跡地に臼中太平が入っ
た。田中太平は醤油醸造家で、あったらしく，醤油
蔵を 6棟所有していた。慶応2年(1866)には高Ilj奇
藩の御用達商人をつとめた91)。明治6年(1873)
に，豊後j室の勧請した稲荷社が日刊コ太平により再
興されたことが椋札に記されている O しかし明治
28年(1895)には転出し，次に山本与平が入った。
L1J本与平は屋号を山田屋といい，明治31年には肥
料開屋を営み，大正の始めに醤油醸造業を開始し
た92)。昭和15年(1940)には，同地所で山本与平
商庖(醤油・味噌醸造・海産物肥料魚油問屋)と，
銚子水産工業株式会社(フィシュミール製造・各
種水産物加工)が展開し，醸造業・海産物問屋・
水産加工を経営していた。
第12表から，呉服太物商が多いことも指摘でき
る。呉服商の一人深井吉兵衛は近江日野出身で，
元禄期に今宮目出度町で質屋を開業，その後古着
屋・醤油醸造業も始めた。明治26年(1893)には醤
油醸造業及び呉服の買継商を営んでおり，東京呉
服木綿組合の一員となっていた。先に相馬と銚子
第12表銚子町の主要商工業者数(明治31年)
業 樟 数
醤油醸造 5 
呉服太物商 10 
穀物商 4 
月巴料問屋 10 
肥料商 9 
煙草諮 2 
茶諮 2 
薬種商 2 
金物商 2 
荒物語 3 
網商 4 
鰹節i問屋 3 
材木高 3 
旅人荷 2 
『日本全国商工人名録』より作成
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との関係で触れたように，古着・呉服は，東北地
方に向けられた下り物の一つであったとみられ
る。しかし明治以後は深井家の経営は醤油醸造業
に比重を移し，大正3年(1914)には，田中玄蕃-
j質口吉兵衛とともに銚子醤油合資会社を創設する
に至った。
このように，明治中期における銚子の商工業者
の特徴をみると，醤ニ油醸造業者のほかに，肥料開
庭・肥料簡・網商・鰹節問屋といった水産関連の
業種が目立つ。つまり，商工人名からみても，銚
子が物資の中継地の機能から醤油醸造と漁業・水
産加工なととの産業が展開する都市へと変化してい
ることが分かる。
c .1w1J穀宿の経営の変化一大里家を事例として
近世における荒野の有力商家が，近代を通じて
どのような変遷を遂げていたのか。ここでは，大
里庄治部家(行方屋)と保立家(酒屋)を取り上げ，
その経営の変遷や特徴を押さえ，近代の興野地区
ひいては銚子の港町としての機能を検討するO
前述のように，近世において大里家は御穀宿を
つとめていた。明治期に入り経営を転換したのが，
第9代大里庄治郎憲文の時期であった(第13表)。
明治29年(1896)にまとめられた『九代大里憲文之
履歴.Jl92)には「元来大里家ハ世々三陸諸藩ノ廻米
ヲ扱ヒ，旧高i埼藩ノ御用達ヲナシ，水産肥料商ヲ
業トセシガ，維新ノ変革ニ際シ，旧藩ト共ニ其風
潮ヲ受ク」とあり，その当時の大里家の生業は「柳
ニ麻草履ヲ以テ業Jとするものであった。 9代は
「養父代ノ負債ヲ一切消却スルコトヲ先務トシJ，
明治8年(1875)に肥料営業を再興した。明治20年
代には「先代失フ処ノ地所ヲ再取戻シJ，大里庄治
年代
第13表 第9代大里庄治郎憲文の略歴
項
?
安政元年(1854) I常陸自鹿島郡東下村荒波農業藤域助右衛門二男として生まれる
海上郡高田村の宮城喜三郎のもとで肥料米穀の実業につく (13歳)
明治7年(1874) I興野村の大里庄治郎氏の養子となる (21哉)
明治8年(1875) 1)肥料営業を再興する
明治14年(1881) I 9代大里家を相続する
興野村村会議員に選出される
明治18年(1885) I総武鉄道の敷設を嘆願する
明治19年(1886) I興野村地主総代に選出される
|銚子汽船会社常議員となる
明治22年(1889) I銚子町i町会議員に選出される
|瑚1"Hにj肥料会主1:を設立し |瑚街!肥料会社社長となる
|則的20-28.1r 家民その他土蔵建物を新築する
l明治29年(J896) I県会議員に当選する
i明治3J年(1898) I総武鉄道開通に伴ぃ銚子.jli送応を設立する
|明治33年(J900) I風帆船を購入し，逆送業を起こし，三陸・北海道へ交通を開き，肥料・砂糖・荒
物・海|控運送・五十集の 5種の業をなす
明治38;'~ニ(1 905) I新たに機関を布設して製?IJ業を開始する
明治40年(1907) I県会議員に当選，銚子中学校を県立に復帰することに尽力する
明治4J~F(908) I銚子港川口築港問題のため大いに尽力する
明治42年(1909) I⑦銚子述送jiEを合資会社に改組する
永1民(56議)
『大皇家過去帳Jj， r九代大型皆、文之履歴』より作成
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部商患の家屋・土蔵などを全て新築した。明治26
年(1893)の鋸版画には， 9代が新築した大里庄治
郎商庖の敷地の様相が窺える(第6l:zl)。道に面し
て窟舗が構えられ，敷地内には砂糖・小麦粉倉産
や肥料製造の作業蔵などが存在していた。
明治22年(1889)には関宿に肥料会社を設立し，
関宿肥料会社社長に就告した(第13表)。これは間
指向湾岸(現在埼玉県幸手市)の肥料問屋，喜多村
藤蔵の経営を引き継ぐかたちであった。喜多村は
近江海人で，近世には海の航船1般， ;1の伝馬船
500般を所有し，江戸深JlIの永代町は全て喜多村
の所有地であったほどの豪商であった93)。関宿
は，銚子からもたらされる干鰯や〆粕を関東地方
の農村に供給する地点であった。大里家は銚子・
飯間の綱元らと協力して関宿肥料会社を設立した
が，その運営は思わしくなく，結局明治32年
(1899)には東京深川に移転した94)。しかしなが
ら 9代大里庄治郎が関宿肥料会社社長に就任し
たことは，大里家が関宿と近世以来の密接な関係
を背景にした動きであったとみることができる O
明治28年(1895)に京都で開催された第4囲内国勧
業博覧会における銚子の受賞品百をみると r醤-
YI]Jとともに「鰯搾粕」の受賞が多く，当時銚子で
大量かっ良質の〆粕が製造されていたことが分か
る(第14表)0 受賞者の中には大里庄治郎の名が見
え， 9代が鰯搾キIj販売に尽力していたことが判断
第14表 第4回内密勧業博覧会における
銚子1可・本銚子町の受賞者と出品品目
(明治28年)
受賞 品目 受賞者
有功 A等賞 醤ilI! 銚子1I汀 j賓仁H義兵備
有功一一等賞 醤i1! 本銚子11汀旧r:1~1 玄蕃
有功一等賞 鰯搾*!~l 銚子l可 向日3i原吉
有功二等賞 醤j由 銚子mr 深井吉兵衛
有功二等賞 鰯搾粕 銚子1I汀 岡本庫太郎
有功三等賞 醤ilj 銚子1可 日r:1:常右衛門
右功三等賞 合併;窄粕 封t子1fT 浅川i藤吉
有功三等賞 鱗搾粕 銚子IffT 保立清却J
有功三等賞 鰹節 本銚子IHT 斎藤弥太郎1)
有功三等賞 鰹自i'i 銚子Ilr]" 保立清DjJ
表状 鰯搾*I~I 本銚子1な 斎藤弥太郎
褒状 鰯t~*I~1 本銚子1I江時友太助
五.~犬 鰯搾粕 本銚子町 多引導即J
褒状 鰯搾粕 銚子i町 大里症治郎
褒状 鰹EIi:.乾蛤 本銚子|均 斎藤弥太郎
褒状 *1号地 銚子Ir 北村治兵衛
褒状 沃!支 本銚子IU 武内儀三郎
褒状 銚子縮 銚子I!T 白井幸吉
褒状 銚子荷主 銚子町 白石嘉平
褒状 lm 本銚子!町林茂三郎褒状 養老続三I~~I!下着 銚子町 加瀬宇王子治
「第41il内i韮勧業博覧会受賞人名録」より作成。
( 1'1丹治前期産業発達史資料』勧業博覧会資料107・
108・109・10所収)
注:1)銚子鰹節改良組合頭取
第6図 明治26年(1893)における大里庄治郎商庖
国審刊行会編(1986): r千葉県博覧国.1，図書刊行会， 137ページより01nJ。
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できる。大正期の大里庄治郎商庖の封筒には営業
品自として「諸油肥料・砂糖・製粉 ・雑貨」とあ
る。一方で， 昭和初期の封筒からは製糖 ・製粉・
ビール ・製油会社及び生命保険会社など，東京の
大手会社とのつながりを持っていたことが窺え，
昭和初期には特約庖や代理応として砂糖・小麦
粉・諸油などを取り扱っていた。大正期における
所得金のうち，大里庄治郎商j苫の分は約33%を占
めていた(第15表)。
大里家の経営のもう一つの特徴は運送業であっ
た。 9代は明治31年(1898)に総武鉄道が開通する
と同時に銚子運送Jdを設立し，明治33年(1900)に
は風帆船を購入し，三陸や北海道への交通を開き，
水上 ・陸上の両運送を開始した。運搬される荷の
中心は〆粕であった。 明治33年に銚子運送庖は，
銚子~新生間の貨物線開通と同時に新生駅前に出
j苫し，ここを〆粕輸送の拠点とした(写真 3)。陸
上運送については大正年間に馬車中心の運送から
貨物自動車を導入し，鉄道省公認運送庖として認
定を受けるに至った95)。昭和 2年(1927)には「銚
子合同運送株式会社」と改称され，総武線は干潟
以東，成田線は笹川以東の沿線上に支庖を構え，
他の運送業者をその傘下に組み込んで、いった。
陸上輸送とi可時に，銚子通達株式会社和船部を
設置するなど，水上運送も拡充させていった。昭
和10年(1935)，11代大里庄治郎の代には銚子の回
j曹庖の一つ「辰忠回漕庖」を買収し，工費 2万円余
をかけて新造船を完成させた96)。昭和 7年(1932)
写真3 新生駅における〆粕の運搬(昭和初期)
(大里庄治郎氏提供)
銚子合間運送に依頼した〆粕の荷主らを
写したものである。
第15表 大正7年(1918)における大里庄治郎家の所得
所得の種類 j3 所 員数
貸宅地 銚子UITイ(新生) 826J平
貸宅地 銚子町ロ(興野) 737坪
貸宅地 銚子Il汀ハ(今宮) 167坪
貸宅地 本銚子1汀字東1可・浜町 395坪
貸宅地 本銚子IJT字東浜 620坪
!沼貸付 鹿島郡東下村舎利 1IJT5反9畝21歩
よlIt著付 鹿島郡東下村舎利 9反9畝9歩
非営業貸金利子 1) 5.500円
菜穂販売 銚子町ロ 1，6251R 
製rlJl業 銚子i可ロ 4，000円
砂糖 ・麦粉販売 銚子町ロ (朗J12.500円
小売1，000円
貸宅地 銚子1汀ロ 1.317珂Z
総所得金額
大盟家文勢 大正 7年第 3極所得金額申告写」より作成
注 :1)非営業貸金利子:本銚子町青野慎助，銚子町高階宗三郎
2) 10代J主治郎の母
3 )大正期の大里庄治郎鶴自の営業品目 :諸油Jl巴料 ・砂糖・製粉 ・雑貨
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所得金額 名義
99円10銭 庄治郎
88円40銭 庄治郎
16円70銭 j主治郎
47円40~長 庄治郎
31円 庄治郎
なし(凶作) 庄治郎
31円40銭 庄治郎
405円 l主治郎
81円(口銭) El:治郎
200円 J:治郎
140円 j王 i台自 I~
150円 さと 2) 
1，290円
の「荷物判取帳J97)には，椎柴村野尻の船主， 一
原長兵衛が引き受けた船荷の種類・積載量などが
記載されており，銚子通違和船部からも出帆の依
頼を受けている。東京方面へはー斗缶入りの「ヤ
マサ醤油通商」等を運送しており，東京から銚子
へは，ヤマサ・ヒゲタの醤油の空瓶や， 醤油工場
の燃料源として石炭・コークス，樽用の木材等が
運び込まれた。銚子通運は，東京日本橋の蛎殻i可
に荷扱所をもち，東京へ運び込まれた荷物の決算
など， sI{}荷運送管理を合わせて行なっていた。し
かしながら，昭和に入ってから徐々に鉄道輸送に
押され，東京一銚子問の水上運送は消滅していっ
た。
明治初期， 9伐大里庄治郎により肥料商・肥料
の輸送を主とじて大里家の再出発がはかられた
が，銚苦からの輸送は東京のみに向けられていた
わけはなく，、特に肥料については関宿を経由し
て関東の農村地帯に向けられていたことが指摘で
きる O 煙車や荒物雑貨商を営んでいた興野東芝の
塚原清吉硲j苫(常盤屋)には，関東一円から同業者
の子弟が克習いにきていた98)が，こうした事例
も銚子を起点あるいは中継地とした物資輸送の流
れを示すものである。また，大皇家が海上輸送を
通じて再び東北地方への経営展開に着服したの
ふ近世に御穀宿として東北地方と取引していた
ことを背景としていたと考えられる O
d.イ中買の経営の変化一保立家を事例として
つぎにイ'j:l賀商であった保立家の業種の変化を見
てみよう。 rIJ~J j斉議定fiE文之事J(年不詳)には，
「¥先年tl者父湖底儀八事 其地にて入船荷物
イ'1山吉o支出:1=1:候て相応に致繁lE1候処」とあり 99)近
I:f:l:には荒野村寓旧j歪I!Tでイ'11貨を営んでいた。|明治
則!に入ると，大I家より借地し，府所を通穀1汀に
移した。第14表にみられるように，保.u清助も内
|主|勧業博覧会において鰹節や鰯搾粕で入貨-した。
さらに明治3511ミ(1902)には，ロシアのサンクトペ
テルブルクで開催された万国漁業時覧会で，千葉
県からは技術改良を推進した千葉県水産試験場と
ともに，保立I奇助も鰹節で銅メダルを受:賞した100)。
つまり，明治期に保立家は鰹節問屋・肥料商とな
り，良質の鰹節や鰯搾粕を製造していたことが窺
える。鰹節製造には高度な技術を要 した。銚子に
おける鰹節製造は夏季の漁の際に r原料一時に
堆積するを以て，その製法粗雑に流れやすく，こ
れが改良上すこぶる困難の事情ありしが，数年来
製造講習会を開き(中略)改良に尽くしたる結果，
すこぶる良品を出すに至った」ょうである 101)。千
葉県水産試験場が明治32年(1899)に千葉県勝浦に
設置され，それと共に銚子には鰹節製造技能の修
得を目的とする練習部が設置されたことが，技術
改良の一要園となった。
最後に，肥料商を営む大里家や保立家といった
興野地区の商家と，実際にその原料となる鰯を捕
る潟、師との関係を指摘したい。明j台12年(1879)に，
飯沼村の漁師鶴岡利七は 保立清助に金35円を借
用した際，抵当を大鰯網半張とした102)。 また，
明治末期~大正期に大里庄治郎は飯貝根の東浜町
などに500-700坪の土地を所有し，貸地としてい
た(第15表)。銚子には「荒野の旦那，飯貝恨の衆」
とし寸言葉があり，荒野には間口の広い大屈が多
いのに対して，飯貝根には間口の狭い漁師の家屋
が連なることを直接的には言い表している。 しか
し実際にはそうした景観のみならず，飯貝根の
漁師及び水産加工業者に対して，資金を提供する
のが荒野の商人であるといった，荒野と飯貝絞と
の人的関係の意味合いも含むものと考えられる。
2 )大正~昭和初期における興野
a大正則における興野の景観
大正 21'三(1913) r下総|主|銚ヲこ全1-gIJ1(3)により
当時の興野地区の景観を推定することができる
(第7図)。明治期と異なる点は，明治30年の総武
線開通に伴い，銚子駅前の東芝・凶-芝にまで集落
が拡大したことが挙げられる。駅前には銚子運送
庖をなどの運送業が展開した。下穀|町にあった海
上郡役所は東芝に移転し，登記所・税務署などが
凶芝に新設されたように，行政機関も駅前周辺に
集中した。集洛のN~I~Jミに位置していた威徳寺は明
治2年(1889)に焼失したため，明治44年(1911)に
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第7図 大正2年(1913)における興野地区の景観
( r下総 I~銚子全図』に加筆した)
釈の南側に移転した。興野地区の草分けであった
十軒党の構成員は，!訳開設に伴い，旅舘業などに
転業したものや，農業のほかに新たに澱粉製造を
始めるため，敷地を求めて駅の高へ移転するもの
があるなど，変容をせまられた。
さらに，醤:油醸造工場の新築や工場の買収がこ
の時期にみられた。ヤマサはi明治26年(1893)に西
隣で向様に醤油醸造業を経営していた紀州出身の
古田庄右衛門(ジガミサ)を買収し，その蔵を譲り
受け，本蔵(乾蔵)に付属させた。明治39年(1906)
には，今宮地区にあった田中玄蕃の別家田中常右
衛門の醤油蔵を演口吉兵衛が買収し，ヤマサが所
有していたジガミサの商標権を購入した104)。大
正3年(1914)に深井吉兵衛・田中玄蕃とともに銚
子醤油合資会社(現在ヒゲタ醤油)を設立させる
と， I日田中常右衛門の蔵をヒゲタ第2工場とした105)。
大正 7年(1918)には，古田庄右衛門の向かいに
あった紀州出身の岩崎重次郎(ヤマジ、ユウ)がヤマ
サに翼収され，ヤマジュウの蔵の一部がヤマサ第
1工場に組み込まれた。
醤油工場の拡大については，まず明治34年
(1901)にヤマサが新生地区に巽蔵を建設し，それ
を第 2工場としたのが契機であった。大正 7年
(1918)には巽蔵の西隣の字砂良神を買収して 6
棟の仕込蔵を建設した。大正13年(1924)には，本
庖及び研究所をヤマサの発祥地である興野の通明
神町から新生に移転させた。さらに昭和元年
(1926)に第2工場の南の小川戸地区に第 3工場を
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新設した106)。このように，ヤマサ・ヒゲタを r=jコ
心に醤油醸造業の再編がみられ，集落南部の田畑
が工場用地と変わっていった。
b缶詰工場の展開
大正期に入札銚子において発展を遂げた工業
として缶詰製造業がある。日本での缶詰製造の開
始は，明治4年(1871)の長崎県での鰯油演缶詰の
製造であった。銚子では，明治1年(1878)にパリ
で開催された万国大陣覧会を契機として，内務省
勧農局の事務官がフランス製の製缶機械を送り，
銚子町の宮内某が鰯油演缶詰を製造したことには
じまる107)。
その後，銚子において缶詰製造が定着する契機
となったのが，明治39~42年(1906~09) における
銚子近海での鯨漁であった。この時期，銚子近海:
に鯨の大群が来遊し，東洋漁業株式会社・大日本
捕鯨株式会社・太平洋漁業株式会社が利根川河口
に拠点を構え，捕鯨競争を開始した。明治40年度
に銚子で捕獲された鯨数は大iヨ本捕鯨が68頭，東
洋漁業が53顕，太平洋漁業が36頭であり，本銚子
i軒の千人塚付近にこれらの会社が展開していた108)。
この捕鯨に伴って鯨大和煮の缶詰を製造する工場
が設立され，明治41年(1908)には 5，6工場，翌
42年(1909)には18工場を数えた109) JI口神社に
は，鯨漁の豊漁を祈願した大正 2年(1913)の奉納
絵馬がある。明治43年以降は 銚子近海では鯨群
は影を潜め，捕鯨会社と共に缶詰工場も次第に休
業・廃業にいたるものが多かったものの， 4， 5 
工場残り，これを契機として銚子に缶詰工場が展
開することとなった。
大正2年(1913)の r-，マ総銚子全国」には興野地
区に乾物商の笠上屋(笠上平八高信)がみられる
(第7図)。笠上平八商j古では，北海道や東北地方
から運送される海産物(干鰯・折見布・鮭・かず
のこ)や銚子で製造された鰹節・塩辛・缶詰など
の食料品の小売と卸売とを行なっていた。写真4
は，大正期~昭和初期!の笠上屋本j苫の蕗売の様子
を示している D 従業員の半織には「千葉県日魯紐」
とあり， また「日魯の新巻Jと警かれた鮭の看板が
写真4 大正一i昭和初期の笠上高信
(笠上和子氏提供)
掲げられている。笠上家には日魯漁業や日本水産
からの封筒が残されており，笠上屋は東京の大手
会社の代理屈としての側面を有していた。 昭和18
年(1943)に笠J二平八は銚子食料品小売信用組合や
千葉県水産物卸商業組合の理事手長をつとめている
ことから，銚子ひいては千葉県全体においても，
笠上屋が水産加工食品の小売・主1商として屈指の
存在であったことが窺える O
その一方で，鰹節や塩辛・缶詰製造を自前の工
場で行なっていた。大正13年(1924)に興野の笠仁
屋本庖で鰹節製造を開始した。昭和 2年(1927)に
は缶詰工場が川口町に設立され，鰯をはじめ，
秋万魚・ f~堅塩辛・鰹大和煮の缶詰を製造してい
た。後に笠上屋の経営する缶詰工場は飯沼地区の
槌松町・通~8' ~こも展開し，計 3 ヶ所となった。笠
上屋には昭和 2年(1927)の6月から 8月にかけて
の鰹の購入伝票が残っている。それによれば，内
j兵・東浜・飯沼の魚市場から130本もの鰹を購入
していた。こうした缶詰製造をはじめとした水産
加工工場は，魚市場に近接した飯貝根に集中して
いた。さらに笠上屋は銚子以外にも宮城県塩釜に
缶詰工場を展開していた。昭和15年(1940)の『銚
子商工案内.Jl110)では，銚子の缶詰業について「長
崎・北海道地方と共に本邦の三大缶詰産地の一
つ」として位置づけている。当時銚子に20工場も
の缶詰工場が存在していた。つまり，鰹節や缶詰
製造が，鰯搾粕などの肥料生産に加えて大正期~
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昭和初期に銚子の代表的産業のーっとなっていた。
町工場から出発し，株式会社組織にまで発展し
た缶詰会社の一つに信田缶詰がある。信田缶詰は
明治38年(1905)に川口町で創業したと伝えてい
る。鯨漁が衰退した後も缶詰製造を続けた。昭和
12年(1937)に今宮地IKの三軒町に移転し現在に
至っている。太平洋戦争に向けて留からの軍用缶
詰製造の要請が強まると，昭和16年(1941)に銚子
の中小缶詰製造業者，豊田(長塚町)・木之内(通
町)・根本u青)1UlJ)・笠上(本通IlJ)・明石(三軒
!可)・熊野(飯沼町)らにより銚子合同缶詰株式会
社が創設された。戦後統制経済が解かれると，昭
和22年(1947)に根本・信田・豊田・明石がそれぞ
れ分立し，昭和24年(1949)に田原工場， 26年
(1951)に木之内工場が復活し，中小規模の缶詰工
場が再び生まれた。つまり，地元資本による中小
規模の工場展開が銚子において特徴的であると言
えよう O
c漁港の整備
大正t}Jには，銚子には本銚子町漁業組合・銚子
生魚、高組合による約10ヶ所の魚市場が展開してい
たが，大正13年(1924)に新生・内浜・東浜・飯沼
の4ヶ所に統合された。魚市場の整理は大正12年
(1923)の銚子港修築計画に組み込まれた事業で
あった。魚市場の経営は千葉県水産株式会社によ
るもので，その取締役は銚子醤ニ油株式会社社長演
口吉兵衛であった111)。
大正14年(1925)より銚子漁港の工事が着手され
た。~中合・遠洋漁業が中心となると，漁船が大型
化し，回遊魚、の漁場が移動するにつれて船籍をも
たない県外船も多く入港するので， ilj地も広く，
魚市場・輸送設備や製氷工場，修理工場・水産加
工場や無線基地などを備えた近代漁港が必要と
なってきた。そこで，銚子港修築工事は，将来銚
子漁港を利用する府県との共同事業とすることと
なり，千葉県のほか，東京・神奈川・静岡・愛知・
三重・宮城・福島・茨城の各府県に呼びかけ112) 
工事費1，000万円の半額は国庫金で負担し，半額
は一府八県で分担させようとした。結局この計密
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は控折し，千葉県のみで工事費の半額を負担する
ことになり，i賓口吉兵衛をはじめとした銚子の有
力な蕗工業者が私財を投じた。漁港の建設にとも
なって，石油発動機船が導入され，遠洋漁業がよ
り可能となった。また，鮮魚、の水揚高も増してい
き，鮮魚を食品として加工する水産加工業が銚一子
で展開していった。
大正期の銚子漁港の主主備は，漢口吉兵衛といっ
た銚子の有力な商工業者によって進められた。こ
れは，単に漁港を利用する漁民に利益がもたらさ
れたのみならず，鰯搾粕や缶詰といった水産加工
業者，または潟、民や水産加工業者に資本投資した
興野の諸人にとっても多大な利益をもたらしたも
のと考えられる。
V おわりに
本稿では，銚子市荒野地区を中心に， i益軒の形
態を復原し，住人の社会的属性や経営に注呂しな
がら，近世から昭和初期の港町銚子の機能とその
変容過程について予察的に考察を行なった。
銚子における港町としての中心機能は，利根川
河口部に位置し，町場を形成していた飯沼・新
生・荒野・今宮の 4ヶ村にあったが，廼踏の停治
地，高瀬船の避難港，遊廓といった機能まで含め
ると，その西側の松本・本城・長塚・松岸の 4ケ
村を含む，計8ヶ村に渡るものであった。距離は
6.5kmにも及び，複数の村にまたがる港町の構造
は，銚子の特徴であると思われる。こうした形態
が生まれたー背景としては， γ銚子J という枠組
が昭和 8年(1933)の銚子市誕生までみられず，
各々の村が個別的に港町の機能を有してきたこと
が挙げられる。本稿では，港町の形成過程を荒野
村と今宮村を事例に検討してきたが， 17世紀中期
には村に草分けが存在し，紀州を中心とした漁業
移民が来住すると，草分けは土地と資本を提供し，
)11沿いに納屋場が形成された。草分けの一つであ
る信太家と宮内家は名主をつとめ，イ出台藩・相馬
藩の御穀宿となり，河岸に蔵屋敷が設けられた。
荒野村では延宝期(1673-81)に東西の道を基準と
した町割が整備され，通穀i町・通明神町などの
「町」が形成されたと想定した。 18世紀中期には
荒野村では納屋場としての機能は消滅し，御穀
宿・気仙問屋の倉庫，船宿などが連なる商業集落
に変化した。また紀州移民の生業も気伯尚屋・五
十集仲間 ・醤油醸造・呉服高など商業的性格を強
めていったものと考えられる。つまり，港町の形
成は村単位でおこり，銚子全体でみると，自然発
生的に形成されたとみることができる O
次に，銚子と取引のあった相馬と三陸地方の問
屋資料を素材としつつ，銚子の結1I穀宿・気イID問屋
の機能，ひいては銚子の港町の性格について考察
を行なった。相馬薄の御穀船が下る際には，銚子
の街!穀宿宮内与惣左衛F'lから砂糖・琉玖・木綿・
鉄砂などを輸送していた。これらの商品は薩摩・
琉球・三河といった他国の特産物であった。つま
り，銚子には諸国の特産物を集荷する問屋が存在
していたことが想定される。実際，銚子には近世
に和泉・紀州、い伊勢・近江といった他地域出身の
酪人が多数移入しており， しかも，江戸を経由し
て銚子産・東北産の干鰯・〆粕がこれらの地域に
輸送され，その結果，肥料を要する綿などが生産
されるという構造がみられた。また，銚子の商人
が東北地方への指向を強く持っていたことも特徴
として挙げられる。これは，関西漁民が銚子を通っ
て三陸地方へ漁業進出していったこととも呼応す
る動きであったと考えられる。広屋儀兵衛が南部
鉄U-Iの経営に参画したり，銚子地方が不潟、の際，
銚子の把料商が三陸方面の魚肥を集荷した事例
は，このことを端的に示している O
魚}]~の流通から，銚子を中心に利根J1水運につ
いて検討すると，銚子は広大な後背地をもってい
たとみることもできる O 銚子産あるいは奥州産の
魚J巴は， I期宿・境ir可岸を通じて，関東各地の農村
にもたらされた。特に南部・仙台産の赤魚、粕は
境・!期信向きであった。つまり，銚子の{中員向屋
は関東各地の商人から単に口銭をとっていたわけ
ではなく，農村の需要に応じて魚、肥を運送してい
た。また，江戸の干鰯問屋からは，銚子は商人が
多く，江戸間j室から魚肥の仕入を受けない地域と
して捉えられていた。銚子では，魚、肥を産出する
漁師は飯貝根に居住し その資本を投じたは飯沼
村の網主や荒野村の肥料商であった。こうした傾
向は，現在においても銚子の水産業や水産加工業
の多くが地元資本で，東京の大手資本が参入しに
くいといった状況と通じるものがあると考えられ
るO 従来，江戸を中心とした流通構造が重要視さ
れてきたが，銚子はそうした枠のみでは捉えきれ
ない地域であったといえよう。
明治期になると，流通機構の再編成を受けてそ
れまでの荷港としての機能は縮小された。興野地
区においても，御穀借であった大里家が肥料商な
らびに運送業へ業種を転換したように，醤油，肥
料・鰹節製造・缶詰製造等の水産加工業といっ
た，銚子を基盤とした製造業に比重が増していっ
たことが指摘できる。その一方で，近代において
も東北地方とのつながりがヲiき続き指向されてい
た。また，缶詰工場の展開にみられるように，東
京を中心とした大手資本の関与が少なく，地元資
本による工場展開が特徴的であり，こうした地元
資本が大正~昭和初期の近代漁港の整備の際にーF
地となったと考えられる。
本稿では，史料的な制約もあり，従来の研究で
重視された問屋資料を収集，活用することがあま
りできなかった。この点については，今国検討し
たように，引き続き東北地方や関東地方の港町・
河岸の問屋資料を活用して考察することが必要で
あると思われる O 住人の社会属性については今回
草分けに注自したものの，今後は紀州・伊勢と
いった他国移民の移入のしかた，展開などに注自
することも，銚子の町の性格を知る上で重要であ
ろう O また，銚子のj魚、業や醤油醸造と港町銚子と
の関係についてもあまり触れることができなかっ
た。これらの点は今後の課題としたい。
付記
本稿作成にあたり，銚子市文化財審議会委員の永
津謹吾先生には，資料の提供や調査の便宜のほか，
多くのご教示を賜りました。銚子市公正i亘書:館，銚
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子市青少年文化会館，海上町教育委員会，野田市立
興風間書館においては貴重な資料を閲覧させていた
だきました。浄国寺・威徳寺・東岸寺のご住職，大
型j主治郎，笠上和子，保立洋一，宮内治助，丸山正
治，太田幸作，武井年雄，木戸秋定雄，前野 勇の
各氏には，資料を提供いただいたほか，多くのご教
示を賜りました。そのほか，銚子市の多くの方々に
ご協力をいただきました。八千代国際大学の黒崎千
l情先生には，種々ご教示を!l易りました。平成8年度・
9年度の摩史地理学笑習では，筑波大学第一学群人
文学類の植松久美子. I.lJ田i1f~砂人. L! 83英明，喜左沼
綾子，宇都宮久，関谷理絵，中島 一二筑波大学大
学院歴史 ・人類学研究科の木城知則の各氏に協力い
ただきました。1:)，-1:.ここに5己してl草くお干し申しJ:Jf
ます。
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